２０１６年度中映協セミナー報告
中映協　セミナー委員会　
㈱東海テレビプロダクション　西内正
２０１６年度１回目の中映協セミナーは９月１日（木）午後４時３０分から、東海テレビ放送７階大会議室で開催されました。参加者は、委員も含め５１名でした。
講演は東海テレビ放送が２０１５年３月に放送し、２０１６年１月から全国のミニシアターでも上映が続いている「ヤクザと憲法」をテーマに、撮影チーフを務めた当社のカメラマンで、東海テレビ報道部の撮影班に所属の中根芳樹さんに講師をお願いしました。取材対象が特異なだけに、撮影に着手するまで、撮影に入ってから、全てにわたって様々な苦労があったと考えられ、現場で撮影に携わっている方々に大いに参考になる点があるのではとの想いから、今回のテーマを設定しました。当然ながら、放送や映画を見た方と、そうではない方とでは消化具合が違ってはきますが、ダイジェスト版を作成することで、なるべくその差を埋めるように努めました。
そもそも企画を通す時点で、取材対象はヤクザではなく顧問弁護士と偽って企画を通したこと、途中からヤクザに焦点を当てていることを明らかにしたこと、そうと判ってからの会社側の拒否感が相当だったことなど、冒頭から興味深い話が出てきました。
また、淡々とした画作りが逆に緊迫感を表現しているという評判がありましたが、これも「普通のニュース」ライクな映像を意識した画作りであった、ということは意外だったのではないでしょうか。
このようなこともあり、質疑応答の時間は異例の３０分程の長さになり、現場の方々の興味の深さが感じられました。特に、対象と仲良くなりすぎてもいけないと言うコンプライアンス上の問題、カリスマ性のある川口会長に入れ込みすぎないようにという葛藤については質問が集中していました。また、ナレーションを入れない分音声の収音に配慮した、という点にも反応があり、技術的なセミナーではないものの、やはりそういう点もきちんと説明すべきだったかな、と感じました。
懇親会は３０名ほどの出席でしたが、新人の方が多く、挨拶回りも含め大いに盛り上がりました。中根さんも殆ど自分の席に座っていることはありませんでした。
　出席者の方々の様々なご意見も頂戴いたしました。参考にさせていただきながら、今後に繋げていきたいと考えております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　
